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【公開日】平成20年7月17日(2008.7.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-028
【出願番号】特願2006-356713(P2006-356713)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｆ  25/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   6/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   6/12     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月18日(2009.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芋焼酎の原料となる生芋が保管された貯蔵室内を加熱冷却する空気加熱冷却ユニットと
、室内温度を計測する温度センサと、温度センサにより、空気加熱冷却ユニットを制御し
、室内温度を一定の範囲の温度に保持する温度制御部と、から成る室内温度管理手段と、
　貯蔵室内を加湿する加湿器と、室内湿度を計測する湿度センサと、加湿器を制御し、室
内湿度を一定の範囲の湿度に保持する湿度制御部と、からなる室内湿度管理手段と、
　貯蔵室内を換気する換気装置と、室内の二酸化炭素濃度を計測するＣＯ２濃度センサと
、換気装置を制御し室内の二酸化炭素濃度を一定値以下に保持する換気装置制御部と、か
らなる室内ＣＯ２濃度管理手段と、
　空気加熱冷却ユニットから送風された空気流と、加湿器からの加湿された空気流とを貯
蔵室内を循環する空気流とする空気流発生手段と、
を備え、
　貯蔵室内で生芋を長期保存することを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の生芋の貯蔵装置において、温度制御部は、貯蔵室内の温度を１４℃乃
至１５℃に制御し、湿度制御部は、貯蔵室内の湿度を９０％乃至９５％に制御し、換気装
置制御部は、貯蔵室内のＣＯ２濃度を略３％以下に制御することを特徴とする生芋の貯蔵
装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の生芋の貯蔵装置において、空気流発生手段は、空気加熱冷却ユ
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ニットの送風口と加湿器の噴出口とを同一の方向に設置し、空気加熱冷却ユニットから送
風された空気流を、加湿器からの噴霧による空気流により誘導し、貯蔵室内を循環する空
気流とすることを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１に記載の生芋の貯蔵装置において、空気流発生手段は、保
管された生芋の収納箱の上部に設置され貯蔵室内を循環する空気流を誘導する方向に傾斜
した板であることを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１に記載の生芋の貯蔵装置において、さらに、貯蔵室内に負
イオン及びオゾンを発生させる負イオン・オゾン発生器と、オゾン濃度センサと、オゾン
濃度制御部とから成るオゾン濃度管理手段を備え、オゾン濃度制御部は、負イオン・オゾ
ン発生器を制御し室内のオゾン濃度を一定値以下とすることを特徴とする生芋の貯蔵装置
。
【請求項６】
　請求項５に記載の生芋の貯蔵装置において、オゾン濃度制御部は、室内のオゾン濃度を
略０．０５ｐｐｍ以下に制御することを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の生芋の貯蔵装置において、負イオン・オゾン発生器は、換気装
置の給気口に設置され、換気装置により貯蔵室内に流入する空気を殺菌することを特徴と
する生芋の貯蔵装置。
【請求項８】
　請求項５乃至７のいずれか１に記載の生芋の貯蔵装置において、さらに、貯蔵室内の空
気を吸引し、負イオン・オゾン発生器に排気を吹き出すバイパスファンを有し、換気装置
制御部は、室内のＣＯ２濃度が略３％以下であり換気装置が停止しているときには、バイ
パスファンを稼動させ、負イオン・オゾン発生器により負イオン・及びオゾンを室内に発
生させることを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項９】
　請求項５乃至８のいずれか１に記載の生芋の貯蔵装置において、ＣＯ２濃度センサ及び
オゾン濃度センサは、空気中の水分を吸湿する吸湿器を通過した貯蔵室内の空気を測定す
ることを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１に記載の生芋の貯蔵装置において、加湿器は、二流体式の
加湿器であり、極微粒子の液体を噴霧することを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１に記載の生芋の貯蔵装置において、換気装置は、排出す
る室内気と吸入する外気との間で熱交換させることを特徴とする生芋の貯蔵装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る生芋の貯蔵装置は、芋焼酎の原料となる生芋が
保管された貯蔵室内を加熱冷却する空気加熱冷却ユニットと、室内温度を計測する温度セ
ンサと、温度センサにより、空気加熱冷却ユニットを制御し、室内温度を一定の範囲の温
度に保持する温度制御部と、から成る室内温度管理手段と、貯蔵室内を加湿する加湿器と
、室内湿度を計測する湿度センサと、加湿器を制御し、室内湿度を一定の範囲の湿度に保
持する湿度制御部と、からなる室内湿度管理手段と、貯蔵室内を換気する換気装置と、室
内の二酸化炭素濃度を計測するＣＯ２濃度センサと、換気装置を制御し室内の二酸化炭素
濃度を一定値以下に保持する換気装置制御部と、からなる室内ＣＯ２濃度管理手段と、空
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気加熱冷却ユニットから送風された空気流と、加湿器からの加湿された空気流とを貯蔵室
内を循環する空気流とする空気流発生手段と、を備え、貯蔵室内で生芋を長期保存するこ
とを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、生芋の貯蔵装置は、空気流発生手段が、空気加熱冷却ユニットの送風口と加湿器
の噴出口とを同一の方向に設置し、空気加熱冷却ユニットから送風された空気流を、加湿
器からの噴霧による空気流により誘導し、貯蔵室内を循環する空気流とすることが好まし
い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　室内温度管理手段３は、貯蔵室２内を加熱冷却する空気加熱冷却ユニット４と、室内温
度を計測する温度センサ６と、空気加熱冷却ユニット４を制御し、室内温度を一定範囲の
温度に保持する温度制御部７とから構成される。貯蔵室２内の温度は、１４℃～１５℃に
制御される。これは、上述したように、生芋３０は温度が高温になると発芽する可能性が
あり、発芽すると生芋３０の鮮度が低下するからである。なお、この１４℃～１５℃の設
定温度は、生芋がコガネセンガンである場合の設定温度であり、ジョイホワイト、ベニア
ズマ等の他の生芋の場合には、異なる設定温度となる場合がある。また、生芋３０は温度
が低温になると低温障害が発生する可能性がある。この低温障害になると生芋３０のデン
プンが糖に変化するため、芋３０のほくほく感がなくなり味が低下する。従って、室内の
温度は１４℃～１５℃に厳格に制御される。温度制御部７は、室内に設置された温度セン
サ６の測定値に基づき、空気加熱冷却ユニット４により熱負荷のバランスをとり、室内温
度を一定範囲の温度に保持する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　本実施形態では、加湿器９は二流体式による加湿方法を用いる。二流体式とは、水と圧
縮空気を同時に噴霧しドライフォグ（極微粒子噴霧）として加湿する方式である。通常、
加湿器は蒸気水（スチーム）を発生させて加湿するのが一般的である。しかし、この蒸気
水による加湿方法では、貯蔵室２内の天井面、壁面等に結露による水滴が発生し、それが
落下して生芋３０に水滴が付着してしまう虞があり腐敗の原因となってしまう。この二流
体式の加湿方法は、極微粒子であるドライフォッグにより加湿するため生芋３０の表面へ
の水滴の付着を減少させることが可能となる。加湿器９により極微粒子の水と圧縮空気を
同時に噴霧すると数メートルに達した辺りでドライフォグとなる。この噴霧された極微粒
子の水は、ドライフォッグとなる前に、例えば壁、天井といった障害物に当った場合、結
露して水滴となる。また、空気加熱冷却ユニット４から送風される空気流と衝突した場合
にも結露により水滴となる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　空気流発生手段２０は、貯蔵室２内を循環する空気流を発生させる。図５に、空気流発
生手段２０の１つの実施形態の概要を示す。天井面には、空気加熱冷却ユニット４が設置
され、温風又は冷風を送風するモード、或いは単に送風モードにより運転する。また、加
湿器９は、二流体式による加湿器９であり、水と圧縮空気を同時に噴霧しドライフォッグ
を生成する。この空気加熱冷却ユニット４を生芋３０のネットかご３１の側方の出口側３
５の上方に設置し、温風又は冷風を送風するモード、或いは単に送風モードによる送風の
方向を側方に設定する。さらに、加湿器９の位置を空気加熱冷却ユニット４と同様に生芋
３０のネットかご３１の側方の出口側３５の上方に設置し、その噴霧の方向を、空気加熱
冷却ユニット４と同じ方向とする。図３に示すように、空気加熱冷却ユニット４と加湿器
９とは平面的に位置をずらし、加湿器９から噴霧された水がドライフォッグとなる間は、
加湿器９から噴霧された水が空気加熱冷却ユニット４から送風される空気流と衝突しない
ようにする。これは、上述したように、噴霧された水が衝突により水滴となり、落下して
生芋３０に付着するのを防ぐためである。加湿器９から噴霧された水がドライフォッグと
なった後、空気加熱冷却ユニット４から送風された空気流と一体となる。このドライフォ
ッグは、空気加熱冷却ユニット４から送風された空気流を下方に押し出す。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　このように、空気加熱冷却ユニット４から発生した空気流は、加湿器９から噴射された
ドライフォッグによりネットかご３１の入口側３４へと誘導される。同時に、この空気流
は、ドライフォッグをネットかご３１の入口側３４へと運び込む。ネットかご３１の内部
は、このドライフォッグを含んだ空気流が通過可能な程度に上下方向に間隔が空けてある
。従って、ドライフォッグを含んだ空気流は、ネットかご３１の出口側３５へと向かい、
さらに上昇して加湿器９の噴射により、上記風路を循環する。この循環するドライフォッ
グを含んだ空気流により貯蔵室２内部の温度、湿度及び二酸化炭素濃度が均一化される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　１　貯蔵装置、２　貯蔵室、３　室内温度管理手段、４　空気加熱冷却ユニット、６　
温度センサ、７　温度制御部、８　室内湿度管理手段、９　加湿器、１０　湿度センサ、
１１　湿度制御部、１２　室内ＣＯ２濃度管理手段、１３　換気装置、１４　ＣＯ２濃度
センサ、１５　換気装置制御部、１６　室内オゾン濃度管理手段、１７　負イオン・オゾ
ン発生器、１８　オゾン濃度センサ、１９　オゾン濃度制御部、２０　空気流発生手段、
２１　排気吸込口、２２　室内給気口、２３　仕切り板、２４　バイパスファン、２５　
吸引口、３０　生芋、３１　ネットかご、３３　水分除去器、３４　入口側、３５　出口
側、３６　収納ネット、３７　パレット、３８　活性炭、３９　壁体、４０　ロスナイ、
４１　給気送風機、４２　排気送風機、４３　ロスナイエレメント、５０　負イオン・オ
ゾン発生装置、５１　モータ、５２　ファン、５３　パルス発生回路、５４　放電線、５
５　通気管、５６　水滴防止板。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】



(6) JP 2008-161152 A5 2009.7.2

【図１】
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